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特集｜大中口径管路の非開削建設技術〈狭隘空間でのハイブリッドモール工法による中大口径管推進工事〉

はじめに1 .
　1948年に尼崎市内の軌道横
断下にさや管を推進施工し，我
が国で初めて推進工法が行われ
てから75年という月日が流れ
た。月日が進むにつれて推進工
法の掘削方式・適用口径など
様々な技術革新が行われ，多様
化するニーズに対応されてき
た。大中口径管推進工法におい
ては，推進延長も約1,500mま
で伸ばし，曲線半径 R ＝ 10m
以下を実現するなどして，シー
ルド工法の領域まで近づくこと
ができた。また昨今では，発進や到達の立坑スペース
が十分に確保できないことが多くなり，立坑のさらな
るコンパクト化が求められてきた。これに対する具体
的な対策として，特殊ジャッキの使用，既設構造物へ
の直接到達技術，その他発進立坑に特殊な坑口を取り
付けるなど，日々技術者たちのたゆまぬ研究，開発，
努力により，その技術を発展させている。本稿では，
大中口径管推進工法（密閉型推進工法）におけるハイ
ブリッドモール工法（以下，本工法）の概要ならびに，
限られたスペース内での施工事例について紹介する。

ハイブリッドモール工法の概要
および特徴2 .

　本工法は，各方式の技術特性を活かし，短所を補完
するために切羽安定（圧力保持）方法と土砂搬出方法
との組み合わせを同一スパンでも切り替え可能とする
ことで施工の安定性を向上させるとともに，泥水処理
装置による分級処理と掘削添加剤等への再利用により
建設汚泥の減量化を実現するものである。システム概
要図を図−1に示す。
　本工法は掘削方式と排土処理方式の組み合わせに
より，表−1に示すように3つの方式に分類される。
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図−1　NN方式の概要図


